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主論文 

Non-cardiovascular death, especially infection, is a significant cause of death in 

elderly patients with acutely decompensated heart failure 
 

高齢の非代償性心不全患者において、非心血管疾患、特に感染症は重要な死因であ
る 
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論文審査の要旨 

  

本邦において心疾患は死因の第２位となっており、中でも心不全による死亡の割合

が年々増加している。また高齢化社会に伴い、高齢者心不全の増加を認めているが、

心不全の予防法や治療法が向上したにも関わらず、依然として高齢者心不全の生命

予後は極めて不良である。その理由のひとつとして、これまでに行われてきた心不全

患者に対する大規模研究の多くで高齢者が除外されているため、高齢者心不全にお

ける特徴の検討がほとんどなされていないことが挙げられる。従って本研究では高齢

者心不全の臨床的特徴及び予後について検討した。 

 本研究では、NARA-HF study（急性非代償性心不全のため 2007 年 1 月から

2011 年 3 月までに入院した患者）に登録された 459 例を対象とし、後期高齢者の基

準である 75歳以上(234例)と 75歳未満(225例)の 2群間で比較検討した。その結果

75 歳以上の群では高血圧および貧血の合併率や、虚血性心疾患や心収縮能が保た

れた心不全の割合が高いことが示された。死亡率は 75 歳以上のほうが 75 歳未満より

明らかに高かったが(46.6% vs. 28.9%; P<0.0001)、心血管死亡に関しては両群間

で差を認めず、全死亡、非心血管死亡および感染症による死亡に関して 75歳以上の

群で明らかに死亡率が高いことが判明した。特に感染症による死亡に関しては、75 歳

以上では 75 歳未満に比べハザード比 7.1 であった。 

 本研究は、高齢者心不全患者非心血管死亡の原因疾患を詳細に検討した初め

ての報告であり、高齢者心不全において予後の改善を図るためには、感染による死亡

への対策が重要であることを明らかにした。博士（医学）の学位に十分値する研究と評

価する． 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに循環器病学の進歩に
寄与するところが大きいと認める。 
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